
中和地区３市１町障害者自立支援協議会 

【 議 事 録 】 
 

 

会 議 名 令和 8 年度 第 2 回運営委員会 

開催日時 令和８年８月１８日（火）１０時００分～ 

開催場所 福祉総合ステーション（ゆうあいステーション） 2 階会議室 

出 席 者 

大和高田市（西口）、香芝市（河股・川西）、葛城市（能海・小西）、広陵町（岸本・
坂口）、葛城市社会福祉協議会（吉田・高橋・伏見）、大和高田市社会福祉協議会（粕
谷）、なら中和障がい者就業・生活支援センターブリッジ（青木）、ひまわり学園（撫
養）、生活支援センターもちつもたれつ（大竹）生活支援センターなっつ（鎌田）、
青垣園（矢部）、相談支援センターどんぐり（河内）、生活支援センターしぇ～く(中
川)、大淀養護学校（山崎）、西和養護学校（多田）  ※敬称略 

協議内容 ① 開会・会長あいさつ 

協議内容 

・ 

主な意見 

・吉田会長より挨拶があり、令和８・９年度の２年間、会長を務めることについて
報告された。 
・この２年間の検討方針ついての説明があった。 
 ◦協議会のあり方の整理 
 ◦ルール・規定の明文化 
 ◦地域課題を検討する場づくり  の 3 点を中心に検討を進めていく。 
・資料が多岐にわたるため、次第に沿って一つずつ確認しながら進行する旨が説明
された。会議の進行について、資料の確認状況を踏まえながら、一部の議題につい
て順序を変更して進めることが提案された。 

決定事項 
本日の協議は、次第に沿って進め、必要に応じて関連する事項をまとめて確認する。 

協議内容 ② 各部会報告（こども部会：部会長 粕谷氏） 

協議内容 

・ 

主な意見 

・令和８年６月１７日に開催された第１回こども部会についての報告。 
・現在、研修会が中心となっていることから、「研修のみの部会になっているのでは
ないか」との課題が共有された。 
・今後は、各市町村において子どもに関する地域課題を整理し、部会等で共有して
いく方向で検討する。 
・１０月１４日の研修会、１１月２６日の合同研修会、令和９年２月１７日の第２
回部会を予定している。 
各市町村で個別に把握している子どもに関する課題を持ち寄り、地域全体の課題と
して共有する必要がある。 

決定事項 

・各市町において子どもに関する地域課題について話し合い、部会開催時に共有す
る。 



中和地区３市１町障害者自立支援協議会 

【 議 事 録 】 
 

協議内容 ③ 各部会報告（就労支援部会：部会長 青木氏） 

協議内容 

・ 

主な意見 

・令和８年７月１日に開催した研修会について報告があった。参加者は約 100 名と
なり、当初の想定を上回ったため、資料が不足するほど参加状況であった。 
・７月 16 日には就労選択支援に関するセミナーを開催し、奈良市の取組事例を共有。 
・９月８日に中央センター主催の研修会で、八尾市・淀川区の就労選択支援モデル
事業の実践報告を予定。 
・９月 25 日には、就労支援における意思決定支援をテーマとした研修会を予定。 
・就労選択支援を地域で活用するための仕組みについて、令和 10 年頃の本格運用
を見据え、今後２年程度を準備期間として検討する。 
・就労選択支援利用までの流れを示すフローチャート案を作成し、関係者から意見
を募る。就労選択支援の専門家である鈴木氏から、地域での運営について助言を得
ることを検討する。 
・支援者向けと当事者向けに分けたパンフレット作成について検討する。パンフレ
ットについては、支援者と当事者では必要とする情報が異なるため、対象者に応じ
て分けることも検討する必要がある。 
・協議会名を資料に記載する場合は、各市町への事前確認が必要との意見があった。 

決定事項 

・９月８日および９月 25 日開催予定の研修会準備・調整を行う。 
・就労選択支援を地域で活用するための仕組みについて、令和 10 年頃の本格運用
を見据え、今後２年程度を準備期間として検討する。 
・フローチャート案・仕組みづくり案について参加者から意見を募る。 
・就労選択支援に携わった方からの意見収集用フォームを作成する。 
・パンフレット等に協議会名を記載する際は、各市町に事前確認を行う。 

 

協議内容④ 各部会報告（主任相談支援部会：部会長 撫養氏） 

協議内容 

・ 

主な意見 

・令和８年６月 25 日に部会を開催し、令和８年度研修会の予定について確認。 
・令和８年 11 月 26 日に主任相談支援部会とこども部会の合同研修会を開催予定。 
・特定相談支援事業所向けアンケートの回収状況について報告。 
・令和８年度相談支援従事者初任者研修の実習受け入れについて、３市１町内の事
業所から合計７名が受講予定であることを確認した。 
・第１回目の実習は 10 月８日、２回目は 11 月 27 日に実施予定。 
・奈良県からの実習受入依頼・承諾の流れについて確認した。 

決定事項 

・11 月の研修会費用は主任相談支援部会とこども部会の合同予算から算出する。 
・各市町村の受講者名簿を香芝市へ送付し、香芝市が取りまとめて県へ送付するた
め、各市町村担当者は、令和８年８月 21 日までに受講者名簿を香芝市へ送付する。 
・主任相談支援部会において、実習受入の詳細を調整する（令和８年８月 24 日の
部会にて決定予定）。 
・特定相談支援事業所向けアンケート結果を集計し、活用方法を検討する。 
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協議内容 ⑤ 大和高田市 自立支援協議会単独設置について（大和高田市：西口氏） 

協議内容 

・ 

主な意見 

・大和高田市では、現在の連絡会を基盤として、単独での自立支援協議会設置につ
いて検討している。 
・今後、連絡会等において試行的に取り組み、令和９年７月頃を目安に検証する予
定である。 
・大和高田市の連絡会は長年継続しており、市内の事業所数も多いことから、地域
課題の違いを踏まえた体制のあり方について意見が出された。 
・地域課題には市町村ごとの差異があるため、単独設置か３市１町での継続かとい
う二択だけではなく、緩やかな連携形態を含めて検討する必要がある。 
・「脱退」という言葉が先行している状況があるため、現時点での検討状況を正確に
共有する必要がある。 

決定事項 

・行政側で十分に整理・協議した上で、今後の方向性を示していく。 
・大和高田市が三市一町の協議会から脱退することは、現時点では決定していない
ことを確認した。 
・行政（連絡会）において、３市１町自立支援協議会の体制、単独設置及び今後の
連携形態について整理・協議する。協議会設置のあり方について、まずは行政担当
者間で別途協議し、方向性を共有する。 

協議内容 ⑥ 協議会の諸規程等について「協議会の実務」 （会長：吉田氏） 

協議内容 

・ 

主な意見 

・協議会の運営に必要となる諸規程等について、現状を整理し、今後段階的に整備
していく方針について説明があった。一度にすべての実務・規程に対応するのでは
なく、事務局会議で検討した上で、運営委員会に１～２項目ずつ議題として上程す
る方法を確認した。今回については、「議事録の規程」及び「研修会に関する規定」
を中心に確認することとした。 
・協議会の役割として、地域課題の話し合い、関係機関の連携、地域課題を踏まえ
た施策への反映等を進める必要がある。個別課題を地域課題として整理し、部会・
運営委員会で共有する仕組みについて検討する。 
・協議会のあり方、ルール・規定の明文化、地域課題を検討する場づくりを今後の
主要な検討テーマとする。これまでの協議会運営では、個別課題から地域課題を抽
出して検討する仕組みが十分ではなかった。発足当初からルール・規定が十分に整
備されていなかったことも課題であり、今後は明文化していく必要がある。 

決定事項 

・行政の事務局会議を今より多く、且つ定期的に開催できるよう検討する。 
・各市町村の相談支援連絡会等で個別課題を検討し、必要に応じて地域課題として
部会・運営委員会へ共有する。 
・規定に関して、運営委員会参加者から、優先的に取り組むべき課題について意見
を出し、取り組む順番を検討する。 
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協議内容 ⑦ 協議会の諸規程等について 「議事録」 （会長：吉田氏） 

協議内容 

・ 

主な意見 

・議事録の書き方・様式を統一することで、作成者によるばらつきを減らし、後か
ら内容を確認しやすくする必要がある。 
・議事録から決定事項・検討事項・今後の対応等を整理しやすい形式とするため、
議事録の様式を統一し、Word・Excel 形式のフォーマットを試行する。 
・議事録の様式については、ホームページへの掲載・活用を見据えて運用ルールを
整備する。ホームページ上で必要な様式等をダウンロードできるようにし、パスワ
ード等についても整理する。 
・AI を活用して議事録から決定事項等を抽出する方法についても意見が出された。 
・ホームページ公開を前提として、公開する情報と関係者限定とする情報を整理す
る必要がある。 
 

決定事項 

・次回会議から、新しい議事録フォーマット（Word ・Excel）を試行的に使用する。 
・運営委員会参加者から、議事録の書き方・様式について意見を提出する。 
・事務局は、Word ・Excel フォーマットをホームページ上に準備し、ダウンロード
可能とするためのパスワードを共有する（令和８年９月中を目標）。 
・事務局は、議事録の運用について意見を反映しながら規定を整備し、記録を残す。 

協議内容 ⑧ 協議会の諸規程等について 「研修会開催について」 （会長：吉田氏） 

協議内容 

・ 

主な意見 

・研修会企画書、実施報告書等の様式を統一する。 
・研修会報告書には、参加者、成果、課題、今後の対応等を記録する。 
・研修会企画書については、まず担当市町村及び副部会長が第一段階の確認を行う。
妥当と判断された案件については、原則として運営委員会で再度審議しないことと
する。しかしながら、判断が難しい案件については、運営委員会で審議する。 
・担当市町村による確認については、押印ではなくサインで可とする。 
・すべての研修企画を運営委員会で審議するのではなく、第一段階で担当市町村と
副部会長が確認することで、迅速な判断と負担軽減につながる。 
・研修会等講師謝金及び旅費支給規程（案）についての説明。 
 

決定事項 

・事務局において、研修会に関する規定・企画書・報告書の様式及び運用方法を整
理する。 
・次回以降の研修会から、新しいフォーマットの研修会企画書、研修会実施報告書
を試行的に使用する。 
・事務局は、フォーマットをホームページ上に準備し、ダウンロード可能とするた
めのパスワードを共有する（令和８年９月中を目標）。 
・研修会等講師謝金及び旅費支給規程（案）については、継続審議とする。 
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協議内容 ⑨ 令和８年度「全体会」の実施について （会長：吉田氏） 

協議内容 

・ 

主な意見 

・令和８年度の全体会について、テーマ、講師及び開催方法等について協議した。 
・会長からの提案はテーマとして「意思決定支援」を軸に前半は成人期・児童期の
意思決定支援に関する講演およびグループワークとする構成案について説明があ
った。 
・講師候補として県の専門機関関係者等の名前が挙げられた。 
・全体会の開催頻度について、幹事交代時等に２年に１回程度開催する方法につい
ても意見が出された。 
・全体会とは別に、研修会等を活用して協議会について知ってもらう機会を設ける
案についても意見が出された。 
・情報発信、地域個別課題の検討、研修会、全体会がそれぞれ独立している現状に
ついて課題が共有された。 

決定事項 

・講師については、委員からも候補者を推薦してもらい、今後検討する。 
・協議会の役割や活動を地域に発信することと、地域課題を検討することを一体的
に進める必要がある。 
・全体会の開催方法・頻度については、今年度の状況を踏まえて引き続き検討する。 
 

協議内容 ⑩ その他共有事項 

協議内容 

・ 

主な意見 

・葛城市より、障害児支援に関する地域課題の把握を目的として、こども部会の事
業所・学校等を対象としたグループインタビューへの協力依頼があった。葛城市に
おいて、各事業所・学校の予定を確認し、８月 31 日から９月上旬を目安にグルー
プインタビューを実施する予定である。 
・ソーシャルインクルホームからの自立支援協議会による評価依頼について報告。 
現時点では、当協議会として評価基準が整備されていないため、直ちに対応するこ
とは困難である旨を回答済みである。当該施設では既に地域連携会議を実施してい
ることが確認され、各地域で評価を実施されているのかどうか状況を確認するため
の依頼であったとのこと。 
・担当者交代時の引き継ぎを円滑にするため、業務の経緯や対応内容等を記録し、
引き継ぎ可能な状態を整備する必要があるとの意見があった。 
・AI 議事録作成ツールについて、３市１町それぞれで導入の可否を検討することが
確認された。 

決定事項 

・葛城市（能海氏）は、各事業所・学校の予定を確認し、８月３１日から９月上旬
を目安にグループインタビューを実施する。 
・各市町村担当者は業務の経緯や対応内容を記録し、引継ぎ可能な状態を整備する。 
・各市町村は、AI 議事録作成ツールの導入可否を検討し、購入準備を進める。 
 



中和地区３市１町障害者自立支援協議会 

【 議 事 録 】 
 

次回予定 令和８年１１月１７日（火）１０：００～（予定） 

開催場所 福祉総合ステーション（ゆうあいステーション）２階会議室 

備    考 
各協議事項の進捗状況及び未決事項について、次回以降の運営委員会で継続して確
認する。 

 


